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研究成果の概要（和文）：本研究課題の目的は、「フード・セキュリティ（食料安全保障）の人類学」のあらたな構築
であった。「食」は人間の生の基本であるとともに、「貧困」と「人間の安全保障」という根本的な問題と密接に関連
している。ネオリベラリズムに基づくグローバル化の進展の結果、先進国と発展途上国の区別を問わず、食の問題が世
界規模で深刻な課題となっている現在、フード・セキュリティに関する総合的な人類学的研究の可能性を開拓する必要
があった。世界各地における人類学的臨地調査と理論的研究、および開発研究者や理科系研究者との連携を通じて、具
体的な諸事例を総合的な観点から検討し、ホームページへの掲載や出版によって成果を公開した。

研究成果の概要（英文）：The aim of this research project was to newly establish "anthropology of food secu
rity." Food/diet is fundamental to the life of human beings, and it is closely related to other fundamenta
l issues of poverty and human security. As a result of the neoliberalism-based-globalization, food/diet ha
s become a serious global issue in today's world, both in developed and developing countries, and there wa
s a dire need to explore a possibility of comprehensive anthropological studies on food security. We have 
conducted theoretical survey and anthropological field research in different parts of the world, and exami
ned concrete empirical cases from a comprehensive perspective, through the collaboration with researchers 
in development studies and with scientists on food safety. The research findings and results have already 
been up on the website and published as reports, articles and books.

研究分野：

科研費の分科・細目：

人文学
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様 式 Ｃ－１９、Ｆ－１９、Ｚ－１９（共通） 

１．研究開始当初の背景 
 ネオリベラリズムに基づくグローバル化
の進展の結果、先進国と発展途上国の区別を
問わず、食の問題が、質量の両面において、
また生産・獲得と供給・分配の各側面におい
て世界規模で深刻な課題となっていた。 
 これに対して、「食」「貧困」などの「人間
の安全保障」の根底にある問題を取り扱う枠
組みを根底から考え直す必要が生じていた。 
 
２．研究の目的 
 本研究課題が目指したのは、グローバル、
リージョナル、ナショナル、ローカルという
各レベルのからまり合いに注目しつつ、貧困
概念を、現代の文脈の中で批判的に再検討す
るとともに、フード・セキュリティに関する
総合的な人類学的研究の可能性を開拓する
ことであった。 
 
３．研究の方法 
 世界各地における人類学的フィールドワ
ークと理論的研究、および開発研究者と理科
系研究者との連携を通じて、総合的な観点か
ら、「食」「貧困」「人間の安全保障」に関す
る諸課題を具体的な事例を通して検討した。 
 検討に際しては、国内外で頻繁にワークシ
ョップを開催し、異分野の研究者、現地の研
究者や実務家、あるいは、一般の住民と対話
を図ることによって、課題を複眼的視野から
分析するように努めた。 
 また、これらのワークショップの検討結果
を核として、ブックレットの形態で成果発表
を行うようにした。 
 
４．研究成果 
＜2010年度＞ 
 参加研究者が、それぞれの担当地域におい
て現地調査を行い、フード・セキュリティに
関する個別のデータを収集した。現地調査を
行った研究者と担当地域は、中国・内モンゴ
ル（思）、ベトナム（住村、山崎、原田、ソ
ン、李）、南部スーダン（栗本、岡崎）、東テ
ィモール（松野）、マラウイ・ウガンダ・ザ
ンビア（ポチエ）、タイ（石高）、ブータン（上
田）、インドネシア（阿良田）、フランス（中
川）であった。 
 日本国内で、「貧困とフード・セキュリテ
ィ」および「フード・セキュリティと紛争」
の 2つのワークショップを開いた。 
 「貧困とフード・セキュリティ」では、日
本とインドネシアにおける貧困層の生活実
践に関する発表を通し、日本の貧困層に関す
る調査に着手するにあたっての具体的な内
容と方法を検討した。 
 「フード・セキュリティと紛争」では、メ
ンバー4 名を含む 8 名の研究者らが、主に紛
争地域における食料確保の土着システムに
ついて事例を報告しあい、単なる支援物資の
供給ではないフード・セキュリティのあり方
について理解を深めた。 

 
＜2011年度＞ 
 参加研究者が、それぞれの担当地域におい
て現地調査を行い、フード・セキュリティに
関する個別のデータを収集した。現地調査を
行った研究者と担当地域は、中国・内モンゴ
ル（思）、ベトナム（住村、ソン、李）、東テ
ィモール（松野）、インドネシア（阿良田）、
ブータン（上田）、南スーダン（栗本、内藤）、
エチオピア（岡崎）、エリトリア（ロベル）、
マラウィ（ポチエ）、南アフリカ（早川）、日
本・秋田（思、本庄）であった。 
 中国の北京で、国際シンポジウム「グロー
バル化と少数民族の食・安全・健康」を開催
し、思、住村、三田らが発表した。 
 また、大阪大学において、「フード・セキ
ュリティの人類学的研究ワークショップ
（I）」を開催し、「労働・共有」、「紛争と危
機」、「食に関する文化」、「近代社会と都市」
の 4 つのセクションに分かれて 17 人が報
告・討論をするとともに、今後の研究課題の
実施概要について確認した。 
 
＜2012年度＞ 
 参加研究者が、それぞれの担当地域におい
て現地調査を行い、フード・セキュリティに
関する個別のデータを収集した。現地調査を
行った研究者と担当地域は、ベトナム（住村）、
内モンゴル（思、住村、栗本、宮本、ササー
ル）、ウガンダ（ポチエ）、インドネシア（阿
良田）、ロシア・ブリヤート共和国（チムゲ）、
ブータン（上田）、石高（タイ）、南スーダン
（栗本、内藤）、アラスカ（岸上）、ベトナム
（栗本、宮本、阿部、吉田）であった。 
 内モンゴル大学において、国際ワークショ
ップ「モンゴル地域の都市部における食生活
の変化と安全性」を、また、カントー大学に
おいて、「メコンデルタにおけるフード・セ
キュリティ、フード・セーフティ、環境」を
開催し、異分野、異地域を専門とする研究者
が発表を行い、意見交換を行った。 
 
＜2013年度＞ 
 最終年度である平成 25 年度においては、
現地調査はフォローアップに必要な最小限
のものにとどめた。平成 25 年度までの調査
研究の成果を踏まえて、12月に大阪大学で国
際シンポジウムを開催し、国内外の研究者お
よび実務者（8カ国、23人）が参加して発表
と議論を行い、フード・セキュリティの人類
学的研究の新たな構築について最終的な総
括をおこなった。この結果、グローバル化や
近代化の進展の結果、食の問題が質量の両面
において、また、生産・獲得と供給・分配の
各側面において、先進国と発展途上国の区別
あるいは地域を問わず深刻な課題となって
おり、個々の地域で個別具体的な形で問題化
していることが明らかになった。また、当該
テーマについて問題を対象化する共通の枠
組みや、多分野が連携した研究の必要性につ



いて理論的考察が行われ、一定の共通認識が
得られた。 
 
＜総括＞ 
 本研究課題において、得られた結論は以下
の 4点に集約させる。 
① 量と質 

食料の量と質は、人間の安全保障が重要と
なる援助などの局面においてのみ、問題化さ
れるものではない。 
食料の生産において、量を追及することは、
しばしば質の悪化（食品の不安全）をもたら
し、さらには、環境の悪化などもあって、長
期的な視野で人間の安全保障を脅かすこと
になる。 

また、食料の安全保障が問題のかなり根底
な部分に、文化的に規定される食料の質（ハ
ラルなど）が関わっていることが明らかにな
った。 
② 土着の食料確保戦略 
 各地域には、異常気象などの緊急時におい
て、土着の食料確保戦略を持つ例が多くみら
れ、現在のフード・セーフティにおいても、
応用できる可能性があることが示された。 
③ 都市と食料 
 アフリカなどの事例から、都市化によって
農地が失われる一方、都市住民によって都市
における自生的農業がおこなわれるように
なり、フード・セキュリティの一端を担うよ
うになっていることが明らかになった。 
④ 環境と食料 

①で述べたように、世界的な人口増加の圧
力から、環境安全保障と食料確保（人間の安
全保障）は、しばしば、二律背反の問題とな
りつつある。今後は、ローカルな食料の問題
は、グローバル環境と関係し、量や貧困の問
題は、リスクの問題と相関関係を持ちながら
ローカルな場に巣食うことになることが、フ
ードチェインにおける薬剤耐性菌の事例な
どから明らかになった。 
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